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研究成果の概要（和文）：本研究は、挑戦的萌芽研究（課題番号24652088，2012-14年実施）の更なる展開であ
る。国内の職場談話研究の発展のために、3年間で収録した談話データの拡充、国内で働く外国人や海外で働く
日本人のインタビュー、得られた言語データをベースに、日本の職場談話にみられる言語ストラテジーや言語実
践、アイデンティティ構築、イデオロギーの顕在の有様を考察した。研究成果については、国内外の学会や学術
ジャーナル、書籍での発信報告を行った。

研究成果の概要（英文）：This research follows on from, and builds on, the results of the 
Grant-in-Aid for Challenging Exploratory Research 24652088 (2012-14). In order to advance research 
in the field of Japanese workplace discourse, additional recordings were gathered of naturally 
occurring discourses in Japanese workplaces, and interviews were conducted with both non-Japanese 
nationals who have experienced working in Japan and Japanese people who work and live abroad. We 
have investigated salient discourse strategies, interactional practices, identity construction, and 
the manifestation of ideology through interactions. The research outcomes have been presented at 
domestic/international conferences and in academic journals, and they were also published in the 
form of a book. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
人口減少や少子高齢化を鑑みても、今後ますます多くの海外からの労働者を受け入れることは必至である。一
方、国内の職場談話の実証的研究はまだまだ包括的に行われているとは言えない状況であり、本研究は学術的に
もパイオニアとしての位置づけにある。自然談話に基づいた国内の職場談話にみられる特徴や、日本で働いた経
験のある海外の人々や海外で働く日本人へのインタビューに基づく異文化間のビジネスコミュニケーションにお
ける課題のあぶり出しを目指しており、実践的観点からも、今後の日本社会に貢献できる研究である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
職場のコミュニケーションの研究は、1990 年代以降、実際の職場で行われる談話の分析に基

づく実証的アプローチが急速に発展している(Bargiela-Chiappini & Harris 1997)。しかし、欧
米を中心とした英語圏社会での研究が中心で、アジア、特に日本における研究はいまだ萌芽期
にある。このような状況を打破すべく、応募者は科学研究費（挑戦的萌芽研究：2012～2014
年）による研究を進め、国内職場談話の収録を行い、特徴的な談話ストラテジーを考察した。
加えて国内で職場談話研究を進めている研究者とのネットワーク構築のためのラウンド・テー
ブル、海外の研究者とのネットワーク構築のための国際学会でのパネルを開催した。しかし、
3 年間で新たな課題も見え、本研究の実施に至った。 
Bargiela-Chiappini, F, & Harris, F. 1997. The Language of Business: An International 
Perspective. Edinburgh U. P. 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は次の 5 点である。 

(1)2012－2014 年度挑戦的萌芽研究（職場談話研究で）収録した言語データのうち必要な部分
の文字転記、新たな職場談話の収録を通して、職場談話コーパスを拡充する。 
(2)国内で働く外国人や海外で働く日本人のインタビューを通して、日本の職場に特徴的なコミ
ュニケーションスタイル（interactional practice）やアイデンティティ構築を考察する。 
(3)日本の職場談話にみられる言語ストラテジーやイデオロギーの顕在の有様について、収録談
話データ(音声・画像)及び文字転記データの談話分析を行う、 
(4)国際レベルに達するよう国際学会に参加・発表し、国際的なネットワークを構築する。 
(5)研究成果を国内外で発信する。 
 
３．研究の方法 
上記目的を達成するために、以下のような方法を用いた。 

目的(1)：新たな職場談話（数日間にわたる新人研修を 2社分）の収録及びこれまで収録したデ
ータの（研究費の範囲内でできる部分の）文字転記、 

目的(2)：フォーカス・グループインタビュー、および個人インタビュー（トータル約 11時間、
43 名）を実施。 

目的(3)：収録談話データ(音声・画像)及び文字転記データの談話分析。 
目的(4)(5)：研究期間中、国際学会で 3回パネル(2015 年国際語用論学会、2017 年国際語用論

学会、2018 年国際社会言語学シンポジウム)を開催。加えて書籍の出版。パネルや書籍
には国際的に職場談話の研究者も招きネットワークを構築。 

 
４．研究成果 
インタビューやこれまでに収録した職場談話の分析からたとえば次のようなことが明らかに

なった。 
(1) 職場においては、情報伝達のための談話(transactional talk)と同じくらい重要なのが情

緒や対人関係に関わる談話(affectional and relational talk)である。 
(2) 収録した談話からは、まだまだ上下関係やパワーが言語実践を通して顕在化している例が

多くみられた。 
(3) 収録した談話からは、男性優位というイデオロギーが顕在化している例が多くみられた。 

研究期間内に、国際学会でパネルを 3回開催し、書籍を出版した。各研究メンバーは、国内
外で研究成果を発表した（5．研究成果を参照）。加えて、本研究をさらに発展させるために、
新たな科研（基盤研究 C）に応募し 2019 年度採択された。 
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